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RST 作成

⑧ @｢リスクアセスメント｣視覚瞳がい者誘導用ブロック･警告ブロック
実施者 愛敬 車之 実施期日 20 TT年3月fT日

鑑藤浦 危険.有害状態の洗い出し 巳険
lスクの

リスクコントロール
リ リスクレベ′旛

結果検証

(設備.作業.状態) (表現例) 0 0 が△△して□□になる、又は ケガの 発生 可 近づく リスクポィント リスク 優先
が△△かの " こね 程度 A 能性 B 頻度C (合計値) レベル 順位

ケガの 発生 可 近づく リスクポイント リスク 法令に照ら
担当 程度 A 能性 B 頻度C (合計値) レベル して問題

通路(階段) 公 ･ 言 に 、いて 児見 い 誘導用
ブロック｣の設置方法があいまいで視覚瞳が

ブロックの設置違 い者や高齢者が転倒して脚や腕など骨折す
聞きながら進めます(城田総務部長回答)

　 　 　

　 　 　　　い る

‐ “、ユニハー ルア インの町つ 逕米 1 行現則
財団法人国際交通安全学会の両方を網羅されております施設です。①リスクの見積りをします ケガの程度(A) 発生可能性(B) 危険に近づく頻度(C) リスクポイント リスク

尚、リスク見積り時に意見が分かれた 死亡、永久労働不能 10点 確実である 6点 頻繁 4点 丁6 ~ 20
ときは、大きい値を採用します 重症、障害の残る災害 7点 可能性が高い 4点 時々 2点 11 ~ 15 m

②リスクポイント(合計値)を基に、 休業災害、不休業災害 5点 可能性がある 2点 少ない 1点 7 ~ 10 口
リスクレベルを評価します 軽度の微少災害 2点 少ない 1点 4 ~ 6 1
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T Fトイレです。ドアには、男
女区別する表示はありま
すが間違って開けたら大
変です壁側に点字をお
願いします。
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1階トイレと3階トイレに設置
されました視覚しょうがい者
用のトイレ確認ボードです。
トイレの扉にまず触れる前
に確認が出来るようになり
ました。 ÷
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総務部長殿
20円年3月定例会の一般質問の改善終了しました。
今後、施設によって違わないようにお願いいたします。

愛敬


